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開会の挨拶をする民家再生リサイ
クル協会の金井事務局長
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ポスト

2008年の7月12日、優良工務店の会、職人がつくる木の家ネット、

日本民家再生リサイクル協会、伝統木構造の会、緑の列島ネットワ

ーク、日本曵家協会の６団体でつくる「これからの木造住宅を考え

る連絡会」が主宰するフォーラム「このままでは伝統構法の家がつ

くれない！」が、新宿の工学院大学で開催されました。

平成20年度から３カ年かけて、伝統構法を建築基準法に位置づけ

るための作業が行われようとしてます。委員会を主体とする研究、

実験を重ねた上で、３年後には伝統構法関連の告示をつくるという

のです。それがどのようものになるのかによって、これからの伝統

構法の命運が大きく左右されます。そこで、国、研究者、実務者が

一同に介し、伝統構法の法律への位置づけについて話し合うフォー

ラムを企画しました。５時間という長丁場であったにもかかわら

ず、時間が足りないほどの充実ぶりで、定員250名のところ380人

もが詰めかけた会場は熱気につつまれました。

大橋好光先生が「年輩の方が多いと思ってたのですが、これだけ若

い人が来ていれば、伝統構法の未来は安泰ですね」とコメントされ

たほど、年齢層の若い参加者も多く「伝統構法を未来につなげる」

意識の高まりが伝わってきました。膨大なフォーラムの全貌をお伝

えすることはとてもできませんが、当日参加した大工が、参加でき

なかった後輩にフォーラムの内容を説明する対談風の読み物をつく

りましたのでどうぞお読みください。

フォーラムは前半が現場報告、後半がパネルディスカッション

と質疑応答、と進行しました。現場報告では埼玉の大工・綾部

孝司さん、熊本の設計士・古川保さん、東京の構造設計士・山

辺豊彦先生から、改正基準法後のそれぞれの関わる現場の実情

が報告されました。続くパネルディスカッションではさらに、

これから３年間で伝統構法を法律に位置づけることを決め、実

行に移してくださっている越海興一さん、そのための実験・研

究の中心人物である大橋好光先生、限界耐力計算を用いて伝統

構法の設計法を編み出した鈴木祥之先生も加わり、コメンテー

ターの後藤治先生、司会の岩波正さんのナビゲーションにより、議

論が進められました。

中でもこれまで伝統構法を限界耐力計算で解くのに現場関係者に用

いられてきた「伝統構法を生かす木造耐震設計マニュアル」を著し

た鈴木先生と、これから３年間で木造２階建てに限定した限界耐力

計算の簡略法と精査法をつくって行く立場にある大橋先生との間の

議論には、会場の聴衆の熱い視線が注がれました。大橋先生が鈴木

先生のマニュアルを概ね好意的に評価しており、今後の設計法構築

の際にベースとして活用していくという認識でおられることが分か

り、伝統構法を合法的に実践するのに鈴木先生のマニュアルに大い

に助けられて来た現場関係者はほっと胸をなでおろしました。

ここに、パネルディスカッションに参加したパネリストの発言か

ら、特に印象に残ったことがらをピックアップしてみました。

綾部孝司さん（綾部工務店）「ひとりひとりが違

う施主、一本一本が異なる材、ひとつひとつが違

う家。それが伝統構法です。机上だけでモデル化

するのは無理があります。伝統構法を肌で感じ

に、国や研究者の方も現場に来てください！」

※先月号の綾部さんのインタビューページに、今回の発表資料を
掲載しています。

古川保さん（すまい塾古川設計室）「ふつう法律

というものは、外来種を規制し在来種を保護する

ものなんですが、信じられないことに建築基準法

は逆なんですよ。在来種が閉め出されてるんです

よ。」

山辺豊彦さん（山辺豊彦構造設計事務所）「試験

体を自分たちで作って壊す実験を、大工塾の若い

大工たちと一緒にしています。大工が『これは強

い』と信じてる仕口でも、そんなに強くないもの

もあるんです。けど、実際にやれば大工も納得し、そこからどうし

たらもっと強くできるか、工夫をともに考えることもできるんで

す。大事なのは『ともにやる』ということです。」

鈴木祥之先生（立命館大学グローバルイノベーシ

ョン機構）「限界耐力計算をやさしく説明しろと

言われても、できません。簡単にしてしまうと、

本質からずれてしまうんです。ですからちょっと

大変かもしれませんが、みなさんでも取り組んで、勉強してみてく

ださい。そこから理解が始まりますから。」

大橋好光先生（武蔵工業大学）「土壁は初期剛性

はあるけれど、壊れ始めたら弱い。逆に貫は初期

剛性はないけれど、大変形時に粘る。ひとつの要

素で作るのではなく、そうした特性の違う要素

の、よいところを組み合わせるような設計法を編み出したいと思っ

ています。」

後藤治先生（工学院大学）「伝統構法は日本のあ

たりまえの家、特別なものではないとつくり手の

みなさんは言うけれど、世の中からはやっぱり特

別なものとして見られてる。このギャップをなん

とかしない限り、いくら法律上つくりやすくなったところで、伝統

構法はあたりまえなものにはなっていかないのでは？」

越海興一さん（国土交通省木造住宅振興室長）

「伝統構法は昔からあるから残さなきゃいけない

というんじゃない。環境のことを考えると、未来

につなげた方がいい面をたくさんもっているか

ら、今、どうしてもなんとかしなければ、と思ってるんです。」

のこぞう親方、げんさん、きりちゃんによる
対談のはじまりはじまり・・・

鋸蔵(のこぞう)親方：ずーっと伝統構法でやってきた、一本スジの

通った親方。もうすぐ還暦。「あれも残そう、これも残そう」が口

ぐせ。

げんさん：これ木連の活動にも積極的、行動派の中堅大工、40代

前半。子どもたちには「大工のげんさん」と呼ばれているが、パチ

ンコはしないらしい。

きりちゃん：やる気満々、けどちょっとおっちょこちょいな新人大

工。20代後半。姿がきりたんぽに似てるのを気にしているのはナ

イショ。

　　　　　　・　・　・　・　・　・

親方、兄貴、東京行きお疲れさまでしたー！　どうでした！？

留守番、ご苦労さん。もりあがった、なんてもんじゃないよ。定員

250人のところを400人近くいたかな。すごい人だったよ。

伝統構法のこれからを本気で心配しているもんがこんだけいるの

か、って正直びっくりもしたし、うれしかったね。ロビーで中継映

像見てた人もいたほどさ。あんだけ大勢集まってて、混乱もなく運

んだのは見事だったな。

懇親会で隣になった人は滋賀から来たって言ってたっけか、30人

乗りの観光バスで繰り出してきたんだってよ。５時半に築地で朝飯

くって、月島の刃物屋さんに寄ってから来たんだって。

ロビーでは、メイン会場に入りきれなかった人たちのために中継映像が投影された

へ～、熱いなあ。で、肝心のイベントの中身は、どんなんでした？

一言じゃ言い尽くせねえけど、まあ、これから先への希望が見える

話だったな。きっと伝統構法のよいところは残せるぞ。

たっぷり５時間はやってたからな。ま、デジカメで写真も撮って来

たから、仕事あがってからゆっくり説明してやるよ。
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フォーラムの開会前には、一連の活動に賛同してくれたプロの映像作家の手によるオープニング映像が流された。

木の家イベントカレンダー

最近の特集記事
2019年6月15日

やさしくて強い、
理想の家を求めて:
アイ設計研究室　
大前泰秀さん

2019年5月15日
磨き上げた職人技
で、木を生かす：
西岡建築一級建築
士事務所　西岡健
一さん

2019年4月20日
大工と左官の職人
プロジェクトチー
ム 総合建築植田 植
田俊彦さん 俊司さ
ん

2019年4月10日
本物の家づくり
を、自由に、楽し
んで：株式会社木
神楽　高橋一浩さ
ん

2019年1月5日
新春特集 2018年の
ベストショット集

2018年12月29日
板倉仮設住宅 移設
ものがたり part3　
大工の声＆今後の
課題編

2018年12月17日
板倉仮設住宅 移設
ものがたり part2　
実録編

2018年12月14日
板倉仮設住宅 移設
ものがたり part1　
概要編

2018年9月4日
番匠 剱持工務店 副
棟梁・剱持大輔さ
ん

2018年8月15日
鶴岡総会予告 その
１　散るより、生
き延びよ！

人気のある記事
冬の温熱調査合宿
報告
15件のビュー

大工たちによる
「家戻し」の記録
12件のビュー

設計士・丹羽明人
さん(丹羽明人アト
リエ)：納得できる
答を探して
11件のビュー

込み栓角ノミ 復
活！松井鉄工所訪
問記
11件のビュー

第三回これ木連フ
ォーラム「伝統構
法はこれからどこ
へ向かうのか？」
の報告

11件のビュー

「職人がつくる木
の家」づくりを未
来につなげるアン
ケート
11件のビュー

伊勢神宮遷宮・御
杣始祭り：300年
の大木を伐る！
11件のビュー

古川 保の熊本市川
尻町 震災日誌
11件のビュー

設計士・川端眞さ
ん（川端建築計
画）：小さな石場
建ての家
10件のビュー

工務店・西條正幸
さん(ビオプラス西
條デザイン)：北海
道で無垢の木の家
づくり

10件のビュー

この記事のタグ

このまちなみを次世代に

同じタグがついた別の記事
2009年1月26日
伝統木造設計法構築に向けて、
実物大実験！

2010年1月16日
新潟県中越地震被災地訪問レポ
ート

2007年12月26日
宮大工・宮村樹さん(不動舍)：
現場が先生

2007年4月1日
設計士・古川保さん(古川設計
室)：木の家づくりは仕組みづ
くり

2008年9月27日
鈴木祥之先生(立命館大学教
授)：伝統構法で使える耐震設
計法を探る

関連する記事はこちら

 
Like 0

 
Like 0

第15期 木の家ネット総会
高知大会 ～会員発表篇～

第12期木の家ネット総会
栃木大会

工務店・山本兵一さん(大
兵工務店)：蔵の街の再生
をめざして

新潟県中越地震被災地訪
問レポート

速報！アンケートの全回
答とまとめ
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住宅は、その土地の気候風土にあ
ったもので、建て主の希望にそっ
たものをつくることが前提だが、
そこにさらに社会的に意義をこめ
るのがつくり手の使命

伝統構法は建築時と解体時の両方
でゴミが少ない

現物より図面優先の法律だと、工
事がストップしてしまうこともあ
る
（３点とも綾部さんのスライドよ
り）

柱建て式(上)と土台式

こんな田舎も「延焼のおそれあ
り」の22条地域に指定されてい
る。防火仕様の規制をうけるた
め、外壁に木を使えない。

日本が向かっている家並。古川さ
ん曰く「りかちゃんハウス」
（３点とも古川さんのスライドよ
り）
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基準法の仕様規定にない「石場立て」
これまでは「性能規定」で構造計算して確認申請を通して
来た

まず、現場報告のトップバッターは川越の綾部さん。おれたち大工

の仲間さ。学校を出て設計士してた時期もあったらしいけど、今は

実家を継いで伝統構法の大工やってる。なんでも、改正基準法が施

工される直前に確認申請おろして、伝統構法の中でも改正基準法以

来、特につくりにくいことになってる石場立ての家を施工中だって

よ。

ちらしにも書いてありましたね。コンクリートの基礎がなくて石の

上に柱のっけただけの、お寺みたいなやつでしょう？　それって建

築基準法、通らないんじゃなかったんでしたっけ？

へえ、おまえでも、それくらいは分かってるんだな。今の建築基準

法の仕様規定じゃあ、コンクリートの基礎を打って、建物とその基

礎をアンカーボルトで結合することが求められっからな。

えーっ、仕様規定からはずれてるっていうのは、法律違反っていう

ことですか？　それってやばくないっすか？

早とちりするなって。基準法で定められた仕様にのっからないもの

であっても、構造計算でその建物の安全性を示せたら、建ててもよ

ろしいという「性能規定」っていうのが、2000年にできたんだ。

それ以来、仕様にない石場立てのような建物でも、ちゃーんと構造

計算すれば正々堂々と通せるようになったのさ。綾部さんも、次に

現場報告してくれた古川さんも、石場立てを性能規定で通して来た

人たちなんだ。

構造計算かあ・・・おれの手には負えない雰囲気だなー。

おれだってわかんねえさよ。大工としてこれならいける、っては分

かるけどな。それじゃまだ足りねえってのか。じれったいよな。

おれも、同感！

またお前は早まるんだから・・・けどね、大工の経験知や実際もっ

てきたという事実があっても、建物の安全性を構造計算なりで客観

的に証明しなけりゃいけないっていう流れは、今の時流そのものな

んだよ。だけど、よーく考えてみな。地震で建物がつぶれて人の命

を奪うことだってあるんだからさ。自分で大丈夫と思ってつくった

家が、人を殺すことになったら、たまらないだろう？　だから、構

造安全性をきちんと確かめて、それを施主に説明できるっていうこ

とは、つくり手として当然求められる責任なんだよ。

（むぎゅー）

世知辛い世の中だが、昔と今は違うんだ。確かに、裏付けをもって

説明できるようでないと、これから先、生き残ってけないのかもし

れねえな。

そういえば、ハウスメーカーの家なんか、どう地震に強いかとか、

うんと長持ちするとか、派手に宣伝してますもんねー。負けちゃい

られねえ～

またおまえは極端だっつーの！

剛の考えにもとづく建築基準法では、
柔構造の伝統構法を評価しきれない

ところで、伝統構法は建築基準法の仕様規定にのっかっ

てないって兄貴は言ったけど、そもそもの日本の家づく

りが合法でないっていうのは、なんか、納得いかねえな

あ、なんて俺は思っちゃうんだけど、そのへんはどうな

んすか？

地震力には、家の構造を剛くかためて、対抗しなさい、

というのが、基準法の考え方なんだよ。伝統構法のよう

な柔構造は、そういう基準法の方針とは違った性質のも

のなんだよ。大雑把な言い方としてしまえば、基準法は

「剛構造」、伝統構法は「柔構造」っていうことになる

んだけどな。

柔構造？　やわらかいって、弱いっつーこと？

「剛よく柔を制す」っていう諺があるだろ？　柔らかい

というのが即、弱いというわけじゃないんだよ。地震に

対抗しなくたって、うまく耐えることができればいいん

だからね。今では、超高層のビルにだって、柔構造的な

考えが取り入れられているんだよ。

あのな、地震が来たら、がんばって耐えるんでなしに、一緒に揺れ

てやりすごしましょう、ってことだな。柳の木は大風が吹いたっ

て、折れはせん。風をうまく受け流すからな。

建物でいうと、がんばって剛く、耐えるんじゃなくて、ぐわん～と

しなって、粘るんだよ。傾くけど、またぐわん～ともとに戻る「復

元力特性」というのがあるのさ。

もうちょっと具体的に言うとな、まず、最初に土壁が踏ん張るんだ

よ。でも傾いてくると、壁の角っこが崩れたり、貫の辺りの塗り壁

がひび割れてきて、耐える力を発揮しづらくなる。すると今度は柱

と貫とで編んだ籠のような骨組みが、平行四辺形状にしぶとく粘っ

て、いったんは傾くのさ。そして、傾いたのがまた、戻るんだ。

綾部さんや古川さんがやってる石場立ての、地面にしばりつけられ

てない柱は、そんな時、どうなるんすか？

おまえにしちゃあ、いいところに気がついたな。動くんだよ。

へっ！？　ハウルの動く城みたいだな・・・

石や独立基礎の上に置いただけの柱は、はねたり、すべったり、ず

れたりするんだ。そうやって地震力を逃すから、建物そのものの損

傷は少ない。で、動いたり傾いたりする分にはまた建て起こして、

もとの礎石の上に戻せばいい。

それっ、テレビで見たことあるぞ！　能登の地震の後、赤紙貼られ

た家を建て起こして元に戻してた。傾いたからもう住めないってわ

けじゃないんだって。そこんちのじいさんばあさんが「思い出の詰

まった我が家に住み続けることができて嬉しい」ってうれしそうだ

ったのがよかったなー。

そういった例はあるし、おれたちもそうでいいと信じていることな

んだが、建築基準法ではそういったことは評価できてないんだよ。

伝統木造といってもいろいろ幅があって、特に基礎と建物をつなが

ない石場立てとなると、現在の基準法では無理なんだよな・・

評価できないから、認めないということっすか？　そうすることが

悪いと、まだはっきり分かってるわけでないのに？

あくまでも評価できないことは盛り込めない、というのが法律の立

場なんだよ。

今のところ伝統構法を説明できる
唯一の構造計算法が「限界耐力計算」

ま、法律でどう言ってるかは別として、柔構造はな、地震の力をや

り過ごす、先人のすぐれた知恵なのさ。よく覚えとけ。

・・・と、大工たちは言うわけなんだけど、さっきも言ったように

国ではそこまでは評価できてない。だから仕様規定にものせてな

い。そうしてもやりたいんなら、実際に計算で証明しなさい、それ

ができたらどうぞお建てください、というのがさっき言った「性能

規定」なわけだ。

うーん、なんっか、俺たちのやってることが法律にケチつけられて

るみたいで、おもしろくねえなー。現場を知らないから、そんなこ

と言うんだろー！

そうやって俺たち大工は喧嘩腰になるか、関係ねーって決め込むか

して国や学者と背を向けてきたわけだけど、もうそういうわけには

いかない、っていうのっぴきならないところまで、来てる。それが

現実なんだ。住まい手だって、安全なんだかどうなんだか分からな

い伝統構法を選べない、ということもあるしな。

いよいよ逃げも隠れもできないってことか。説明責任ねー・・とこ

ろでさ、構造計算で証明するってったって、そんなの、いったいお

れたちの手に負えるんすか？

設計の人や構造の人と協力しながら、ということになるわけだけど

な。で、性能規定で伝統構法を証明するにあたって、強力な助っ人

になってくれてるのが、元・京大の鈴木祥之先生の、

じゃ～ん、限界耐力計算法でしょ？

よく知ってるなー

ちらしにしつこく書いてあったもんな。なんのことだかは、分かん

ないっすけど。

おれも構造屋さんからの受け売りだけどさ、地震の時に建物がどう

いうふるまいをするか、ってことに注目した計算法らしい。壁の一

部にひびが入るなどの構造に影響のない「損傷限界」と、これ以上

いくと柱が折れるなど、構造への影響が出てきて建物が倒壊するお

それもあるぞっていう「安全限界」っていうのを考えるんだ。そし

て、震度５ぐらいの時には「損傷限界」を越えないように、それ以

上の大地震の時には「安全限界」を越えないように設計しようとい

うのがおよその考え方らしいよ。

ふ～ん。むずかしそうだけど、ちょっとおもしろそうっすね。で、

どういうわけでその限界耐力計算が、伝統構法の役に立つっていう

んですか？

「限界耐力計算」なら壁量計算に
のせられない要素を評価することができる

建築基準法の仕様規定をフツーに満たしてる建物の構造

安全性は、壁量計算で確認するだろ？

それくらい知ってますよ。筋交いとか構造用合板とか、

耐力壁の長さに壁倍率がいくらっていう数をかけあわせ

て足し算するやつでしょ？　それくらいなら、俺にだっ

てできますよ～。

けどな、あれは要は「耐力壁」の足し算なわけだろう？

ところが、在来工法以前の伝統構法の家っていうのは、

しっかりした軸組ありきで、開放的。壁は比較的少ない

だろ？

で、壁量が足りなくなるっていうことですね！

壁が少ないから弱いってもんじゃないんだ！　太い材を

組んだ木組みの軸組は強いんだ！　差鴨居だって、小壁

だって、効いてるんだ！

・・・親方が言うような、壁以外の要素を耐震要素とし

て組み込むことができるのが、限界耐力計算のよさなの

さ。鈴木先生がこの計算を伝統構法の設計に役立てるよ

うとしてくれて、実験の数値をもとに「伝統構法を生かす木造耐震

設計マニュアル」をつくってくださった。おれたちが使える本にな

ったのが、2004年だっけかな。つい最近のことさ。読んですっと

分かるってもんじゃない、てごわい本だけどな。

へえ！　けど、その本の考え方でいけば、壁量計算でペケになって

も、限界耐力計算で通せる可能性があるってことですよね。それだ

ったら、難しくても取り組み甲斐あるよなー

おれたちが経験上大丈夫、って分かってることを、まあ、後から追

っかけてるにすぎないけどな。

性能規定ができて、よろこんでいた！
ところがまさかの、大逆転・・

・・ということで、限界耐力計算で石場立ての家の確認申請を通す

つくり手もでてきた。古川さんは、自分で計算してる。綾部さん

は、構造屋さんに限界耐力計算を依頼してる。その分コストもかか

るわけだけど、それも施主に説明の上で出してもらってるんだ。

そうやって自分の思うことを正々堂々と通してきたってわけだな。

えらいよな。

もちろん、これ木連のつくり手が全員、いつも石場立てをやってる

とか、石場立てでなきゃダメ！と思ってるっていうわけじゃないん

だよ。守りたいのは「自由度」ということなんだ。伝統構法には幅

がある。コンクリート基礎に土台を置いて柱を建てる「土台敷き」

から、自然石に柱を建てる「石場立て」だって、場合によってどち

らでもできていいはず。地域によってつくり方が違うし、似ていて

も寸法がちょっとずつ違う。そういった幅が、仕様規定という中に

押し込められることに抵抗感をもつのさ。

自由度かあ・・たしかにね。そこがハウスメーカーの画一的な家づ

くりといちばん違うところっすもんね。

そうだ。ひとつがちがう。ちがってていい。ただ、めちゃくちゃで

いいということではない。それぞれが理にかなっていればいいとい

うことだ。あたりまえなことだけどな。

そっか。仕様規定にはなくても理にかなってるってことを示す方法

が「性能規定」ってわけですね。そうなったってことは、多様性が

いのちの伝統構法にとっては、いい流れじゃないっすか！

ところがどっこい、2007年の改正基準法で、大逆転が起きたの

さ。

あ、それが「このままでは伝統構法の家がつくれない！」って騒い

でる話につながるわけですね。

そうなんだよ。一口じゃ語れないって言ったろ？　これでようや

く、話の発端に立ったわけさ。
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木の家イベントカレンダー

最近の特集記事
2018年3月27日

伝統建築に携わる
すべての職人に光
を

2018年2月7日
「伝統建築工匠の
技：木造建造物を
受け継ぐための伝
統技術」 ユネスコ
無形文化遺産候補
選定のおしらせ

2018年1月2日
新春特別企画 2017
年のベストショッ
ト

2017年12月14日
第17期木の家ネッ
ト総会：倉敷大会 -
民家改修と曳家-

2017年10月14日
気候風土適応住宅
のチラシができま
した！

2017年9月4日
家のお風呂　こう
やって作る、こう
やって保つ

2017年8月8日
家にお風呂が入る
まで

2017年6月30日
気候風土適応住宅
のススメ

2017年6月3日
掛川総会３

2017年5月31日
掛川総会２

人気のある記事
冬の温熱調査合宿
報告
15件のビュー

大工たちによる
「家戻し」の記録
12件のビュー

設計士・丹羽明人
さん(丹羽明人アト
リエ)：納得できる
答を探して
11件のビュー

込み栓角ノミ 復
活！松井鉄工所訪
問記
11件のビュー

第三回これ木連フ
ォーラム「伝統構
法はこれからどこ
へ向かうのか？」
の報告

11件のビュー

「職人がつくる木
の家」づくりを未
来につなげるアン
ケート
11件のビュー

伊勢神宮遷宮・御
杣始祭り：300年
の大木を伐る！
11件のビュー

古川 保の熊本市川
尻町 震災日誌
11件のビュー

設計士・川端眞さ
ん（川端建築計
画）：小さな石場
建ての家
10件のビュー

工務店・西條正幸
さん(ビオプラス西
條デザイン)：北海
道で無垢の木の家
づくり

10件のビュー

この記事のタグ

このまちなみを次世代に

同じタグがついた別の記事
2001年11月25日
工務店・渡邊隆さん(風基建
設)：五十年後、百年後に木の
家が残る環境をつくること

2007年12月26日
宮大工・宮村樹さん(不動舍)：
現場が先生

2007年4月1日
設計士・古川保さん(古川設計
室)：木の家づくりは仕組みづ
くり

2009年12月25日
速報！アンケートの全回答とま
とめ

2012年11月30日
第12期木の家ネット総会 栃木
大会

関連する記事はこちら

公開シンポジウム

このままでは伝統構法の家がつくれない！」

綾部工務店綾部孝司氏

 
Like 0

Like 0

第15期 木の家ネット総会
高知大会 ～会員発表篇～

第12期木の家ネット総会
栃木大会

工務店・山本兵一さん(大
兵工務店)：蔵の街の再生
をめざして

新潟県中越地震被災地訪
問レポート

速報！アンケートの全回
答とまとめ
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ポスト

平成19年の改正基準法以来、
限界耐力計算を用いた建物は「狭き門」に

勘違いしないでほしいんだけど、今だって、性能規定はあるんだ

ぜ。けど、改正基準法以来、限界耐力計算を使った場合は、ただの

確認審査でなく、構造計算適合性判定（ピアチェック）っていう、

構造の専門家による厳し～い審査に持ち込むことが義務づけられて

しまったんだ。

兄貴がテキハン、テキハンって言ってたやつですね？

もともと、ピアチェックっていうのは、コンクリートや鉄筋のビル

やなんかの構造安全性を検証するような審査だから、木造の住宅レ

ベルでは考えられないぐらい、費用や時間がかかるんだ。綾部さん

も古川さんも、具体的に説明してくれて、こんなに大変なのか・・

とびっくりしたね。

古川さんが、言ってたの、傑作だったな。ほら、自分とこで限界耐

力計算する費用より、ピアチェックに出して審査してもらう費用の

方が高いって。理不尽なこともあるものだ。

それに、審査に時間がかかって、いつ通るか分からないっていうの

が困り者さ。審査を通らなければ着工できない。いつ着工できるか

わかんなかったら、ローンも組めないし、仮住まいをいつまでする

とか、現実に困ることがたくさんでてくるだろ？

住まい手の暮らしにもガツンと影響するってことですね。それ、ま

じヤバいっすよね～

実際、改正基準法が施行されてから、伝統構法の住宅でピアチェッ

クを通した建物はたった３件しかないんだってさ。

狭き門だなあ！

「狭き門」になったのには、
審査できる人がいないから！？

たかだか木造の小さな家で、どう考えたって、大げさだろ？　そん

な大ごとにされたら、伝統構法はやってけねえよ。

普通の確認審査機関じゃ、限界耐力計算を判定できる能力のある人

がいないから、テキハンにまわすんだっていうのが、国の説明なん

だけどさ。で、結果、４号物件と言われる木造２階建て程度の住宅

であっても、限界耐力計算を使うんなら、鉄筋コンクリート10F建

てのビルなんかと同じように「ピアチェックを受けなさい」という

ことになったんだ。

それって、審査する側の能力が足りてないから、おれたちにしわよ

せが来るってこと？　そんなのアリかよ？？

国が限界耐力計算に対してナイーブになるのにも、わけがあって

さ。姉歯事件で問題になった建物を限界耐力計算で解いたら、大丈

夫っていう判定になったということもあったらしい。というのは、

限界耐力計算は建物の変形をどこまでいいとみなすか、使う人に判

断がまかされている部分があるんだよ。その分、悪用しようとする

者に逃げ道を与えたり、未熟な者が過った結果を導き出すことにな

りかねないから「要注意」ってことになったのさ。審査する側も、

本当は高い判断能力を求められていることが耐震偽装事件が起きて

はじめて分かって及び腰になってるのが現実さ。

審査機関の窓口がびびっちゃってて、審査を受けつけてくれねえな

んて、ひでえことがまかり通ってるらしいな。

う～ん、国としては、限界耐力計算の扱いを急に厳しくしたのは伝

統構法をつぶそうとしてそうしたんじゃないんだけど、要はそのと

ばっちりがこっちへまわって来ちゃったっていうことですね。

まさにその通りなんだよ。結果、伝統構法で家を建てようとする住

まい手の前には、時間と金という高～いハードルが待ち構えること

になってしまってる。性能規定は一応あるけれど、実質的には機能

してない。それが今の実態さ。ひどいもんだぜ。

たちあがった大工や設計士
「これからの木造を考える連絡会」

そんなことで、いいんすか？ なんでなんですか！？ 　伝統構法は

日本の家づくりの文化だっていうのに、日本の法律がじゃけんにす

るんなんて、おかしい！　なんか、まちがってないか！？

おっ、おっちょこちょいめが、今頃、火がついてきたな・・・

っていうことで、ここ一年ぐらいおれたちつくり手もほかの団体の

仲間たちといっしょになって「これからの木造住宅を考える連絡

会」をつくって、メーリングリストやスカイプでお互いに連絡を取

り合いながら、国交省の人たちとやりとりしたりしてきたわけさ。

そうだったんですね・・！　パソコンなんか見向きもしなかった兄

イが、やけにまめになってるなあって不思議に思ってたんすけど、

そういうことでいろいろと暗躍してたってわけですね！

暗躍だなんて、人聞きが悪いなー。けど、たった一人じゃどうしよ

うもないことだろ？　だから、横のつながりでなんとかしていこう

と、力を合わせてやってきたというわけさ。

なんで大工がインターネットなんだ、って俺も最初はまゆつばだっ

たけどな。けど、全国各地でがんばってるつくり手同士が団結して

やってこうってのは、今は必要なこったな。

なんか幕末動乱期の薩長土佐連合みたいだな！　男のロマンを感じ

るぜ。

そこまで言っちゃあ、持ち上げ過ぎじゃねえか！？

時とともに移ろいゆく建築基準法
翻弄されっぱなしの伝統構法

ちょっとこんぐらがっちゃいそうになってきたんで、いったんここ

いらで話を整理させてもらっていいっすか？　ようするに、伝統構

法の中でも石場立てのような建築基準法の仕様にはのっからない建

物は、はみ出しもんだった、と。それが、2000年に性能規定が出

来て以来、鈴木先生の限界耐力計算マニュアルっていうのに助けて

もらいながら、安全性が証明できるようになって、合法的に建てら

れるようになった、と。よかったよかった、とよろこんでたところ

へ、2007年の改正基準法で、限界耐力計算を使うっつーだけで、

ピアチェック送りになってしまった、と。それは高すぎるハードル

じゃんか、と。・・・そういうことで合ってますか。

おまえにしちゃ、ちゃんと筋道が立ったな。そういうことだ。

建築基準法にはおれたち、ずーっと翻弄されてきた、っていうわけ

だ。風に舞う凧のようにな。時代を越えて残って来た建物がだまー

って自ら証明してきてくれてるっていうのにな。ちょっとしょんべ

ん。

・・親方はそんな時代の荒波にも耐えて、、この地元でそれをずっ

と守って来たっていうことなんですね。

法律的な位置づけより何よりさ、金になるハウスメーカーの下請け

みたいな仕事やプレカットを拒否し続けて、親方の前の代からのや

り方を通して来たってのがすごいよな。それって、なかなかできる

こっちゃないぞ。

自分の手でものづくりをするんなら、いやなことはしたくねえ、っ

て、それだけさよ。

親方、かっこいいっすねーほれなおしちゃったなあ、俺！

・・・・（とくいげ）

環境面から考えていくとよりはっきりする
伝統構法の優位性

おれたち世代になるとさ、親方が若かった頃とは比べ物にならない

くらい、環境問題を意識せずにはいられなくなってきた。ものづく

りへのこだわりはもちろんあるけど、それ以上に環境的な危機感も

そこに乗っかってくるっていうわけ。それを綾部さんはうまく表現

していたな。これ、綾部さんのスライドの中で出て来た夢の島の写

真さ。

ゴミの山・・。

ものづくりをするってことが、ゴミづくりになるのか、ならねえの

か、そこんとこをよ～く考えねえとなんねえ。

親方の若い頃にはまだ出始めだった新建材が、おれたち世代じゃ

あ、新建材の方が手に入りやすいし、価格も安い、あたりまえの材

料になってる。けど、それは土には還らない、負の遺産として次世

代にツケをのこす。もともとの伝統構法は自然素材しかなかったの

が、今じゃ、自然素材でやろうっていうことの方が、大変な時代な

んだ。

たしかに、アルミサッシと木製建具じゃあ値段も違うしな。面をつ

くるのに板を順々に貼ってくのと、合板やボードをばーんと一枚貼

るんじゃあ、手間も桁違いだからなあ。安くて便利な方に流れちゃ

うと、無垢材より新建材ってなりがちっすよね。

綾部さんは「伝統無垢材構法」と「在来新建材工法」という呼び方

をしてたな。早く安くつくるのがいいんだ、という経済効率を最優

先してきた結果が、環境破壊や健康被害を生んでるんだよ。

友だちの大工で、グラスウールのチクチクや、合成糊の成分に弱い

やつがいましたよ。あいつ、カラダ壊して大工、やめちゃったんだ

よな。

大工って、素材を扱う仕事だろう？　扱った素材がそのまま、住ま

い手が日々住む環境もつくるし、廃棄時には土に還るかゴミになる

のかまで影響する、その責任って、重大なんだよな。

げんさんよ、お前にも綾部さん節が大分乗り移ったようだな。

すんまっせん～
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パネルディスカッションの後半では、会場からの質問を受け付けた。それに答える鈴木氏（右）と大橋氏

木の家イベントカレンダー

最近の特集記事
2016年12月23日

掛川総会

2016年8月2日
込み栓角ノミ 復
活！松井鉄工所訪
問記

2016年6月21日
熊本震災レポート
2

2016年6月9日
大工たちによる
「家戻し」の記録

2016年5月21日
熊本震災調査レポ
ート

2016年4月28日
古川 保の熊本市川
尻町 震災日誌

2016年3月31日
2/16 衆議院第二議
員会館 調査報告会
レポート

2016年1月27日
地域型住宅の省エ
ネルギーを探る ～
2016.1.17 京都フォ
ラム報告

2016年1月14日
第15期 木の家ネッ
ト総会 高知大会 ～
会員発表篇～

2015年11月13日
工務店・小田貴之
さん（オダ工務
店）：木の家づく
りのプロデューサ
ー

人気のある記事
冬の温熱調査合宿
報告
15件のビュー

大工たちによる
「家戻し」の記録
12件のビュー

第三回これ木連フ
ォーラム「伝統構
法はこれからどこ
へ向かうのか？」
の報告

11件のビュー

「職人がつくる木
の家」づくりを未
来につなげるアン
ケート
11件のビュー

伊勢神宮遷宮・御
杣始祭り：300年
の大木を伐る！
11件のビュー

古川 保の熊本市川
尻町 震災日誌
11件のビュー

設計士・丹羽明人
さん(丹羽明人アト
リエ)：納得できる
答を探して
11件のビュー

込み栓角ノミ 復
活！松井鉄工所訪
問記
11件のビュー

工務店・西條正幸
さん(ビオプラス西
條デザイン)：北海
道で無垢の木の家
づくり

10件のビュー

設計士・川端眞さ
ん（川端建築計
画）：小さな石場
建ての家
10件のビュー

この記事のタグ

このまちなみを次世代に

同じタグがついた別の記事
2009年11月27日
「職人がつくる木の家」づくり
を未来につなげるアンケート

2004年6月25日
火の用心（後編）

2007年12月26日
宮大工・宮村樹さん(不動舍)：
現場が先生

2001年11月25日
工務店・渡邊隆さん(風基建
設)：五十年後、百年後に木の
家が残る環境をつくること

2009年12月25日
速報！アンケートの全回答とま
とめ

関連する記事はこちら

 
Like 0

 
Like 0

第15期 木の家ネット総会
高知大会 ～会員発表篇～

第12期木の家ネット総会
栃木大会

工務店・山本兵一さん(大
兵工務店)：蔵の街の再生
をめざして

新潟県中越地震被災地訪
問レポート

速報！アンケートの全回
答とまとめ
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なぜ石場立てを採用するのか？
床下の通気、そして技術の継承

ところで、さっきの話に出てた石場立てっていうのも、環境にいい

んすか？

古川さんが実例で説明してくれてたけど、熊本ってものすごく高温

多湿なんだ。床下に風を通す、軒を出すっていう昔ながらの家の構

え方が、エアコンいらずのほんとの省エネにつながるって言ってた

な。

そっか。石場立てだったら、床下の風通しは確実にいいっすね。

シロアリの発生を防ぐことにもなるし、つねに床下が見えてるか

ら、腐朽がおきはじめてもすぐに気づくからメンテナンスできる。

結果、家が長もちすることにつながるのさ。

親方、質問があります。

なんだよ、あらたまって。

石場立ての家って、ムズカシイんでしょうか？

柱一本一本をそれぞれ礎石に立てるっていうのが石場立てだ。自然

石であれば、石の表面は平らでないから、その凸凹に合わせて柱の

下端を削らなきゃならない。それだけだって、大変なことさ。その

上、そうやってようよう立てた一本一本の柱を足固めで横つなぎに

した時に、お互いがぴたーっと合って、年月が経ってもきっちりも

つためには、木がどう変化していくかも見定めないといけない。基

礎と緊結して、木の変化を抑えこんでしまうより、うんと難しい

よ。

う～ん。それでも環境のこととかいろいろ考えて、やるってことっ

すか？

それだけとも言えないな。石場立ての家を建てるチャンスなんてめ

ったにないだろ？　けど、だからこそ、自分の技術を注ぎ込んで挑

戦してみたい、っていう気持ちが大工にはあるんだよ。そうやって

腕を磨くことが、伝統構法の継承にもつながる。そういう面もある

と、俺は思うよ。

つくり手のこだわりっすねー！！　かっこいいなあ～

つくり手のこだわりもいいが、それだけに偏った言い方をしちゃな

らんぞ。家は大工の満足のために建てるもんじゃない、施主のもん

だ。施主のことを考え、長持ちさせる最大限の努力をする。その中

でどういう建て方にしたらいいか、それはその都度違うんだ。木の

一本一本の性質が違うのとおんなしで、この建て方が絶対、とかた

まってしまってはいかん。

あたまも柔軟に柔構造！っすね！

このお調子者っ！

特定非営利活動法人 伝統木構造の会（左）と特定非営利活動法人 日本民家再生リサイクル協会（右）の展示

ここ３年で、どうにかする！
ようやく国が対策に乗り出して来た

さっきおまえがまとめてくれた話は、石場立てのような限界耐力計

算でしか証明できない伝統構法の家が、改正基準法以来、ピアチェ

ック送りになって、つくりにくくなった、というとこまでだった

ろ。実はその先の展開があって、それが今回のフォーラムの後半の

パネルディスカッションの目玉だったんだよ。

どんな展開っすか！？

改正基準法以来、おれたちもこれ木連をつくって国交省にアプロー

チして伝統構法でも特に石場立てなどが困っていることを訴えて来

たわけだけど、国交省の木造住宅振興室の越海室長さんがその問題

を本気になって取り上げてくれたんだ。

おっ、明るい兆し！

木造には滅多にないことらしいんだけど、室長さん、この４月か

ら、伝統構法を検証してここ３カ年でなんらかの形で法律に位置づ

けをするための予算をとってくれたのさ。鈴木先生や大橋先生を含

め木造を研究してる学者を集めて委員会をつくり、その委員会に大

工や設計士も公募して入れて、最終的には伝統木造の設計法を確立

することを目的に据えながら、ひとまずは今年の12月に実大実験

をする。

ずいぶん急な展開なんっすね。

国がやることだ。あらたに法律ができて、よけいにやりにくくなる

こともありゃしねえかと、心配ではあるけどな。

けど、今回はおれたちの仲間も委員会に入ってる。実物大振動台実

験にのせる建物をどうするかっていうことの検討だって、現場の人

間がやってるんだからな。そんなにひどいことにはならないんじゃ

ないかな。きちっとものを言っていけば。

長年いためつけられてるからな、信用できないとつい、思えちまう

んだよね。

無理ないですよね。金物を使え、内装に木をつかっちゃいかん、風

の通る家にだって換気扇をぐるぐるまわせって、おれたちのやって

る木の家づくりには合ってない法律があまりにも多すぎるもん

な・・・。

けんど、ここは食い込んでいって、いっしょにつくってかな、なら

んだろうな。反対ばっかしててもどうもならんしな。

さすが親方、前向きですねっ！

一棟づくりの俺らの仕事を十把ひとっからげにはできねえよ。そこ

んところをどんだけの自由度をもった、柔軟なものにできっかって

とこだよな。

また出たな、あたまを柔らかくっつーことですね。

有限責任中間法人 日本曳家協会（左）と職人がつくる木の家ネット（右）の展示

ピアチェック送りは、すぐにははずせない
その替わりに仕様規定や４号物件に特化した限界耐力計算
の方法を

けどさ、住宅程度に限界耐力計算っていうのもおおげさだから、木

造の住宅程度に限ってピアチェックをはずすということにはならな

いんすかね？

おれたちは４号物件程度だったら、限界耐力計算を使った場合でも

ピアチェック送りはやめてよ、って主張してきた。けど、そこんと

ころは国は今すぐにはいじろうとは考えてないんだな。

えーっ、それくらいいじゃないっすか！

国はな、一度つくった法律をひっこめるってことはなかなかしねえ

さよ。国の意地ってもんもあるだろうって。

すぐにピアチェック送りをやめるっていうんでなしに、国が出して

きた案っつーのが、ここ３年で伝統構法向けに仕様規定をつくるこ

と、限界耐力計算の簡略計算法、精査法っていう道をつくることな

んだ。それをまかされたのが、大橋先生っていうわけさ。

その大橋先生っつう人も、鈴木先生みたいにおれたちの味方になっ

てくれる人なんすかね？

まあ、すぐにそうやって敵味方って分けるなって！　ただ、どちら

かというと、柔構造としての伝統構法そのものを受け入れてそれを

どうしようかっていうよりは、柔構造と言ったってそんなに傾くよ

うなものをよしとしては、現代のこの世の中では現実に困るだろ

う、っていうようなことも言ってたな・・。

う～ん、大丈夫なんすかね。

国からまかされて、中にも手抜き業者もいないとはいえない中、こ

れからの基準になるものをつくろうという立場にあれば、慎重にな

るのも無理はないよ。現代の消費者という法律の受益者も向こうに

控えているしな。つくり手と法律をつくる側とのずれはどうしたっ

てでてくるよ。けれど、そこも対話の中でお互いの立場や考えの違

いを知ったり、認め合ったりしながら、どこまで歩み寄れるかが大

事だと思うよ。

守りたいのは「自由度」
そのために大工や設計士も委員会でがんばる！

おれたちとしては、改正基準法前、つまり、鈴木先生の限界耐力計

算のマニュアルを使いながら性能規定で石場立ての伝統構法でも通

してく道が確保されてる状態は、最低限死守したいけどね。

うちじゃ石場立てまでの仕事はしてないが、せっかく開きかけた自

由の門が閉じることのないようにしてもらいたいもんだな。そこが

ダメになると、伝統構法の根っこの部分を止められるようで、息苦

しいよ。

だから、今回のフォーラムでも、パネラーが大橋先生に念押しして

いたよ。「大橋先生は限界耐力計算を４号物件に適用する簡易式を

つくるっていうことですけど、鈴木先生の作られたマニュアルに依

拠するような考えで進められるんですか？」ってね。

で、なんだって？

基本的な流れは鈴木先生のでいいと思います、って言ってたな。け

ど、鈴木先生の作ったマニュアルは大筋ざあっとはつくってはある

んだけど、マニュアルを適用するためにはいろんな『但し書き』が

くっついてくるんで、どんな建物にも使える万能の計算法だってい

うわけではないんだよ。そのあたりを充実させていかないと、みた

いなことだったな。

じゃあ、だいじょうぶなんっすね！

そうすぐに白黒つけるもんじゃねえぞ。

（しゅん）

きりちゃん、よく分かっておいてほしいんだけどね、石場立てが通

るか通らないか、ってことはポイントのほんの一部でね。大事なの

は「ものづくりの自由度」っていうことなんだよ。それは伝統構法

に限らないんだ。山辺さんが構造設計の世界の現状を話してくれた

けど、そこでも改正基準法以来「よりよく工夫する」自由がせばめ

られ、窮屈になってる、その一方で書類づくりの重圧は増してるっ

て言ってたよ。そういう状況も、改善された方がいい。

伝統構法ばかりじゃないんですね。個別に工夫しようとする人に辛

い基準法になってしまってる。そこが問題だ、というわけか。

つねによりよいものを、と工夫するのがものづくりの精神なんだ。

そこが抜きん出ているのが、日本人の本来の職人気質さ。そこを法

律が縛ってしまったら、日本のものづくりはおしまいさ。

まあ、大丈夫なことにするのかしないのか。委員会にくいこんでる

つくり手はじめ、なりゆきを見守っている俺たちにも大きな責任が

あるよな。ひとまずは、11月～12月に予定されている、実大実験

で関東型・関西型の伝統構法の建物を揺らしてみる、っていうのが

次の山場になるな。

おれたちがいいと思ってるもんが揺らしてみて実際どうなのか、壊

れる時はどこからどう壊れてくのか、この目で見たいもんだな。

実験は公開で、一ヶ月前ぐらいには申込の応募ができるようになる

らしいから、申し込もうな。

こんどは俺もお供させてくださいっ！
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フォーラムの最後に、これ木連による決議文が宣言された。読み上げているのは静岡の設計士、寺川千佳子氏。クリックすると決議文を
読むことができます。

木の家イベントカレンダー

最近の特集記事
2015年11月9日

第14期 木の家ネッ
ト総会 岐阜・加子
母大会　

2015年9月15日
里山循環大工：池
山琢馬（一峯建築
設計）

2015年7月27日
独立電源＝オフグ
リッドの家

2015年6月13日
どう？ 古民家暮ら
しって？？

2015年5月6日
冬の温熱調査合宿
報告

2015年3月13日
伝統構法をユネス
コ無形文化遺産
に！

2015年1月6日
私はこう書きまし
た！ 木の家ネット
会員が出したパブ
コメ

2015年1月1日
改正省エネ法につ
いてのパブリック
コメントを出そ
う！

2014年12月12日
改正省エネ法で、
土壁はどうなる？

2014年11月26日
無くなっては困
る！刻み用電動工
具：込み栓角ノミ
を復活させるため
のアクション

人気のある記事
冬の温熱調査合宿
報告
15件のビュー

大工たちによる
「家戻し」の記録
12件のビュー

第三回これ木連フ
ォーラム「伝統構
法はこれからどこ
へ向かうのか？」
の報告

11件のビュー

「職人がつくる木
の家」づくりを未
来につなげるアン
ケート
11件のビュー

伊勢神宮遷宮・御
杣始祭り：300年
の大木を伐る！
11件のビュー

古川 保の熊本市川
尻町 震災日誌
11件のビュー

設計士・丹羽明人
さん(丹羽明人アト
リエ)：納得できる
答を探して
11件のビュー

込み栓角ノミ 復
活！松井鉄工所訪
問記
11件のビュー

工務店・西條正幸
さん(ビオプラス西
條デザイン)：北海
道で無垢の木の家
づくり

10件のビュー

設計士・川端眞さ
ん（川端建築計
画）：小さな石場
建ての家
10件のビュー

この記事のタグ

このまちなみを次世代に

同じタグがついた別の記事
2009年1月26日
伝統木造設計法構築に向けて、
実物大実験！

2004年10月25日
NPO関善賑わい屋敷・曳家工
事：この家が動く！

2007年4月1日
設計士・古川保さん(古川設計
室)：木の家づくりは仕組みづ
くり

2009年10月6日
第三回これ木連フォーラム「伝
統構法はこれからどこへ向かう
のか？」の報告

2003年12月25日
土壁告示

関連する記事はこちら

 
Like 0

 
Like 0

第15期 木の家ネット総会
高知大会 ～会員発表篇～

第12期木の家ネット総会
栃木大会

工務店・山本兵一さん(大
兵工務店)：蔵の街の再生
をめざして

新潟県中越地震被災地訪
問レポート

速報！アンケートの全回
答とまとめ
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